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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第31期
第３四半期
連結累計期間

第32期
第３四半期
連結累計期間

第31期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高(百万円） 82,821 95,990 112,128

経常利益（百万円） 2,835 3,809 4,358

四半期（当期）純利益（百万円） 1,186 1,710 1,821

四半期包括利益又は包括利益（百万円） 1,209 1,730 1,826

純資産額（百万円） 12,149 14,114 12,780

総資産額（百万円） 71,501 87,671 72,701

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 166.38 238.86 255.14

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 16.99 16.10 17.58

　

回次
第31期
第３四半期
連結会計期間

第32期
第３四半期
連結会計期間

会計期間

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 81.80 75.17

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２. 売上高には消費税等は含まれておりません。

３. 第31期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　

４. 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額につきましては、潜在株式が存在していないため、記載

しておりません。

５. 第32期より金額の表示単位を千円単位から百万円単位に変更いたしました。なお、比較を容易にするため第

31期についても百万円単位に組替えて表示しております。

　

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。

EDINET提出書類

日本調剤株式会社(E05422)

四半期報告書

 2/21



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間（平成23年４月～12月）における我が国の経済は、復興需要による東北地方での企業

活動の活発化、省エネ関連製品の需要など一部で改善傾向を示す一方で、欧米の景気停滞、タイの洪水被害などによ

り、先行きの不透明な状態が続いております。医薬品・調剤薬局業界におきましては、本年は薬価改定・調剤報酬改

定のない年度であり、前年度より大きな変化なく推移しております。財政健全化の方向性が打ち出される中、将来に

むけて医療費についても削減が求められるものと思われます。

　このような状況の下、当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高95,990百万円（前年同期比15.9

%増）と増収となりました。利益面においては、営業利益4,217百万円（同33.8%増）、経常利益3,809百万円（同34.4

%増）、四半期純利益1,710百万円（同44.1%増）となりました。

　

セグメント別の業績状況は以下のとおりであります。

　

①調剤薬局事業

　日本調剤株式会社及び調剤子会社による同事業は、順調に推移しております。当第３四半期連結累計期間の出店展

開においては、北海道2店、宮城県1店、秋田県1店、茨城県1店、埼玉県2店、千葉県3店、東京都20店、神奈川県13店、石川

県1店、静岡県2店、大阪府2店、島根県1店、岡山県1店、広島県2店、福岡県1店、長崎県1店、大分県1店、さらに前年4月に

子会社化した株式会社有鄰の群馬県1店を加え計56店舗を新規出店いたしました。なお、前年11月に子会社の有限会

社西華堂の2店舗と株式会社有鄰の1店舗を吸収合併により直営店舗としております。この結果、調剤子会社数は8

社、グループ総店舗数は日本調剤375店舗、子会社21店舗の396店舗となりました。同事業の業績動向としては、既存

店での処方せん単価上昇及び前年度開局店舗の寄与により売上高91,177百万円（前年同期比15.8%増）と増収とな

りました。利益面においては、営業利益6,938百万円（同29.2%増）となりました。

　

②医薬品製造販売事業

　ジェネリック医薬品の製造販売を行う日本ジェネリック株式会社による同事業では、医薬品卸各社との連携強化

により当社グループ外の調剤薬局・医療機関向けの販売拡大施策を積極的に推進しております。当第３四半期連結

累計期間におきましては、品目増加へ向けての研究開発活動を継続しており、また前年11月には新規収載品の発売

を開始し、販売品目が300品目に達しました。売上高は5,978百万円（前年同期比8.6%増）と増収となりました。利益

面においては、営業損失410百万円（前年同期は32百万円の損失）となりました。

　

③医療従事者派遣・紹介事業

　株式会社メディカルリソースによる同事業では、薬剤師を中心とした医療関係者の人材派遣紹介を行っておりま

す。また、インターネット上での高齢者住宅検索「探しっくす」の運営も行っております。業績面においては、主力

の薬剤師派遣を中心に好調に推移しました。当第３四半期連結累計期間の売上高は2,377百万円（前年同期比24.5%

増）と増収となりました。利益面においては、営業利益382百万円（同58.5%増）となりました。

　

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、876百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,096,000

計 22,096,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 8,012,000 8,012,000
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

10株（注）　

計 8,012,000 8,012,000 ― ―

　（注）　完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高
（百万円）

　平成23年10月１日～
　平成23年12月31日

－　 8,012,000 －　 3,953 －　 4,754

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式)

普通株式    695,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式  7,316,770　 731,677 －

単元未満株式
普通株式        230　

　　　
－

一単元（10株）未満の

株式

発行済株式総数 8,012,000 － －

総株主の議決権 － 731,677 －

 

②【自己株式等】

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

（自己保有株式）

日本調剤株式会社

東京都千代田区丸の

内一丁目９番１号
695,000 137,460 832,460 10.39

計 － 695,000 137,460 832,460 10.39

　(注)　他人名義で所有している理由等

「従業員持株ESOP信託」制度の信託財産として、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（（従業員持株信託口ESOP信

託口・75377口）東京都中央区晴海１丁目８－12）が所有しております。　
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２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期連結累計期間において、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

(1)当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

(2)当社の四半期連結財務諸表に表示される科目、その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載しており

ましたが、第１四半期連結累計(会計)期間より百万円単位で記載することに変更いたしました。なお、比較を容易に

するため、前連結会計年度及び前第３四半期連結累計(会計)期間についても百万円単位に組替えて表示しておりま

す。　

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平

成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,275 13,478

売掛金 ※1
 10,893

※1
 13,056

商品及び製品 8,595 10,044

仕掛品 54 84

原材料及び貯蔵品 181 273

その他 1,929 1,807

貸倒引当金 △9 △11

流動資産合計 28,920 38,732

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,884 11,508

土地 9,711 12,039

建設仮勘定 963 1,505

その他(純額) 3,905 5,005

有形固定資産合計 25,465 30,058

無形固定資産

のれん 8,286 8,154

その他 1,661 1,666

無形固定資産合計 9,947 9,820

投資その他の資産

投資有価証券 527 567

敷金及び保証金 5,706 6,513

その他 2,134 1,978

投資その他の資産合計 8,368 9,058

固定資産合計 43,781 48,938

資産合計 72,701 87,671
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 20,091 24,515

短期借入金 ※2
 3,001

※2
 3,100

1年内返済予定の長期借入金 ※2
 10,482

※2
 3,853

未払法人税等 1,324 652

賞与引当金 1,257 715

役員賞与引当金 105 －

売上割戻引当金 460 195

その他 1,675 3,238

流動負債合計 38,399 36,271

固定負債

社債 － 14,000

長期借入金 ※2
 20,183

※2
 21,851

退職給付引当金 170 84

役員退職慰労引当金 526 589

その他 641 759

固定負債合計 21,522 37,285

負債合計 59,921 73,556

純資産の部

株主資本

資本金 3,953 3,953

資本剰余金 4,754 4,754

利益剰余金 6,614 7,859

自己株式 △2,464 △2,394

株主資本合計 12,856 14,171

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △76 △57

その他の包括利益累計額合計 △76 △57

純資産合計 12,780 14,114

負債純資産合計 72,701 87,671
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 82,821 95,990

売上原価 69,053 79,556

売上総利益 13,768 16,433

販売費及び一般管理費 10,615 12,215

営業利益 3,152 4,217

営業外収益

受取賃貸料 67 70

その他 103 116

営業外収益合計 170 186

営業外費用

支払利息 400 433

支払手数料 30 78

その他 57 82

営業外費用合計 487 595

経常利益 2,835 3,809

特別利益

固定資産売却益 1 －

特別利益合計 1 －

特別損失

減損損失 113 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 188 －

退職給付制度終了損 － 82

その他 39 －

特別損失合計 341 82

税金等調整前四半期純利益 2,495 3,726

法人税、住民税及び事業税 1,044 1,699

法人税等調整額 263 316

法人税等合計 1,308 2,015

少数株主損益調整前四半期純利益 1,186 1,710

四半期純利益 1,186 1,710
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,186 1,710

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 22 19

その他の包括利益合計 22 19

四半期包括利益 1,209 1,730

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,209 1,730
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　　重要な変更はありません。

　

【会計方針の変更等】

　　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

（退職金制度の変更）

  当社は退職金制度として、適格退職年金制度及び退職一時金制度を採用しておりましたが、平成23年10月１日　　を

もって、確定拠出年金制度及び新たな退職一時金制度に移行いたしました。

  この移行に伴う会計処理については「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１

号）を適用しております。また、この移行に伴う特別損失として、当第３四半期連結累計期間において82百万円を計

上しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成23年12月31日）

※１  債権流動化による売掛債権譲渡高は7,011百万円で

あります。なお、当該売掛債権については、金融資産の

消滅要件を満たしているため、売却処理を行っており

ます。

※１　債権流動化による売掛債権譲渡高は8,168百万円であ

ります。なお、当該売掛債権については、金融資産の消

滅要件を満たしているため、売却処理を行っておりま

す。

※２　当社及び連結子会社においては、運転資金の効率的な

調達を行うため当座貸越契約及び貸出コミットメント

契約を締結しております。

当連結会計年度末におけるこれら契約に係る借入未実

行残高等は以下のとおりであります。

当座貸越極度額及び

貸出コミットメントの総額
12,000 百万円

借入実行残高 3,000 

未実行残高 9,000 

※２　当社及び連結子会社においては、運転資金の効率的な

調達を行うため当座貸越契約及び貸出コミットメント

契約を締結しております。

当第３四半期連結会計期間末におけるこれら契約に係

る借入未実行残高等は以下のとおりであります。

当座貸越極度額及び

貸出コミットメントの総額
13,000 百万円

借入実行残高 3,100 

未実行残高 9,900 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりで

あります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

減価償却費 1,627百万円 2,074百万円

のれんの償却額 301 348

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

１．配当に関する事項

配当支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月25日

定時株主総会
普通株式 219 30.00 平成22年３月31日 平成22年６月28日利益剰余金

平成22年10月29日

取締役会
普通株式 219　 30.00　 平成22年９月30日 平成22年12月３日利益剰余金

　（注）配当金の総額には、ESOP信託が所有する自己株式に対する配当金がそれぞれ4百万円、5百万円含まれております。

２．株主資本の金額の著しい変動

  該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

１．配当に関する事項

配当支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月24日

定時株主総会
普通株式 219 30.00 平成23年３月31日 平成23年６月27日利益剰余金

平成23年10月31日

取締役会
普通株式 256 35.00 平成23年９月30日 平成23年12月５日利益剰余金

　（注）配当金の総額には、ESOP信託が所有する自己株式に対する配当金がそれぞれ4百万円、5百万円含まれております。

２．株主資本の金額の著しい変動

  該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ．前第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日　至　平成22年12月31日） 

１. 報告セグメントごとの売上高および利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 

　

　報告セグメント　　
　

調整額
（注）

四半期連結損
益計算書計上

額
調剤薬局
事業

医薬品製造
販売事業

医療従事者
派遣・紹介
事業

計

売上高       

(1）外部顧客に対する売

上高
78,760 2,459 1,602 82,821 － 82,821

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 3,045 306 3,352 △3,352 －

計 78,760 5,505 1,909 86,174△3,352 82,821

セグメント利益又は損失

（△）
5,371 △32 241 5,580 △2,428 3,152

（注）セグメント売上高合計およびセグメント利益合計と、四半期連結損益計算書の売上高および営業利益

との調整を行っております。なお、セグメント利益又は損失の調整額△2,428百万円にはセグメント間取

引消去△127百万円および全社費用△2,300百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない一般管理費であります。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失）

「調剤薬局事業」セグメントにおいて、店舗資産（東京都１店舗）の減損損失を計上しております。なお、当

該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては113百万円であります。

（のれんの金額の重要な変動） 

「調剤薬局事業」セグメントにおいて、平成22年４月にアイケイファーマシー株式会社の全株式を取得して

完全子会社とし、同年10月１日に当該完全子会社を当社に吸収合併しております。なお、当該事象によるのれ

んの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては、3,223百万円であります。

　

Ⅱ．当第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）　

１. 報告セグメントごとの売上高および利益又は損失の金額に関する情報

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 

　

　報告セグメント　　
　

調整額
（注）

四半期連結損
益計算書計上

額
調剤薬局
事業

医薬品製造
販売事業

医療従事者
派遣・紹介
事業

計

売上高       

(1）外部顧客に対する売

上高
91,177 2,900 1,912 95,990 － 95,990

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 3,077 464 3,542 △3,542 －

計 91,177 5,978 2,377 99,533△3,542 95,990

セグメント利益又は損失

（△）
6,938 △410 382 6,911 △2,693 4,217

（注）セグメント売上高合計およびセグメント利益合計と、四半期連結損益計算書の売上高および営業利益

との調整を行っております。なお、セグメント利益又は損失の調整額△2,693百万円にはセグメント間取

引消去145百万円および全社費用△2,838百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。　
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

  記載すべき重要な事項はありません。

　

（企業結合等関係）

　　記載すべき重要な事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 166円38銭 238円86銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 1,186 1,710

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,186 1,710

普通株式の期中平均株式数（株） 7,134,186 7,162,902

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。　
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２【その他】

平成23年10月31日開催の取締役会において、当期中間配当に関して次のとおり決議し、平成23年12月５日に支払って

おります。 

 (イ) 中間配当による配当金の総額………………………256百万円

 (ロ) １株当たりの金額……………………………………35円00銭
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年２月９日

日本調剤株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 結城　秀彦    　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 菊地　徹　  　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 渡邊　康一郎  　印

  当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本調剤株式

会社の平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２３年１０

月１日から平成２３年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２３年４月１日から平成２３年１２月３

１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本調剤株式会社及び連結子会社の平成２３年１２月３１日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。
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利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　      ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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